
 

 

 

 

 

 

 

  ＯＤＦステップ間隔によるＳ方位の最大方位密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｓ方位の VolumeFraction を１００％とした場合ＯＤＦステップ間隔の影響 

  

 １．０ｄｅｇは、２．５ｄｅｇや５．０ｄｅｇに比べ、挙動が異常に思われる。 

 

 この結果は LaboTexで結晶方位から ODF図を計算した結果であり、 

 実際の測定では結晶方位のずれも加わり更に複雑になります。 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０１７年０１月０５日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

      MeasureData¥β-Ｆｉｂｅｒを考える¥Ｓ方位 



概要 

 β－ｆｉｂｅｒの要素であるＳ方位に関して考えてみます。 

  Ｓ方位は、 

 S1 (132)[6-43]  27.03 57.69 18.43 

S2(231)[3-46]  52.87 74.50 33.69 

S3(213)[-3-64]  58.98 36.70 63.43 

S4(231)[3-46]  52.87 74.50 33.69 

     と定義されています。 

   他の方位と異なり、ＯＤＦ図上では、ＯＤＦ碁盤の目上にＳ方位は存在していません。 

   この為、ODFのステップ間隔により、最大方位密度が大きく異なります。 

   更に、ＯＤＦのＳ最大方位密度とβ－ｆｉｂｅｒ上のＳ方位密度が異なる現象が発生します。 

   この現象を詳しく調べます。 

    

      ＯＤＦデータは、ＬａｂｏＴｅｘによりＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ１００％のＳ方位を 

   ５．０度、２．５度、１．０度間隔のＯＤＦ図を作成し、 

   φ２断面の最大値を調べるソフトウエアを作成しＬｉｓｔ化しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 



５度間隔のＳ方位 

S1234-25%-5.0deg   

 

 

Max=110.938 

 

 

  S1 (132)[6-43]  27.03 57.69 18.43 

  S2(231)[3-46]  52.87 74.50 33.69 

  S3(213)[-3-64]  58.98 36.70 63.43 

 

 5度間隔ではＳ３が最大方位として検出されます。 

 

 

 

 

 

 



３．０度間隔のＳ方位 

 

 

 

Max=144.398 

 

 

 

  S1 (132)[6-43]  27.03 57.69 18.43 

  S2(231)[3-46]  52.87 74.50 33.69 

  S3(213)[-3-64]  58.98 36.70 63.43 

 

 ３度間隔ではＳ３が最大方位として検出されます。 

 

 

 

 



２．５度間隔のＳ方位 

S1234-25%-2.5deg  

 

Max=134.553 

 

 

 

S1 (132)[6-43]  27.03 57.69 18.43 

 

S2(231)[3-46]  52.87 74.50 33.69 

 

S3(213)[-3-64]  58.98 36.70 63.43 

 

 

 

 2.5度間隔ではＳ３方位が最大方位として検出されます。 

 β-ｆｉｂｅｒ上のＳ方位(S3)は最大方位密度 134.553に対し 129.425となります。 

 

 

 

 



２．２５度間隔のＳ方位  

 

 

Ｍａｘ＝146.687 

 

 

 

２．２５度間隔ではＳ１が最大方位として検出されます。 

β-ｆｉｂｅｒ上のＳ方位(S3)は最大方位密度 117.258に対し 146.687となります。 

 

 

 



１．０度間隔のＳ方位 

S1234-25%-1.0deg    

 

Max=268.768 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S方位の各要素メンバー 

S1 (132)[6-43]  27.03 57.69 18.43 

S2(231)[3-46]  52.87 74.50 33.69 

S3(213)[-3-64]  58.98 36.70 63.43 

  

１．０度間隔ではＳ１が最大方位として検出されます。 

β-ｆｉｂｅｒ上のＳ方位(S3)は最大方位密度 268.7に対し 109.0となります。 

 



以下に、φ２断面の最大値をプロファイルとして表示してみます。 

５度間隔φ2-ODFプロファイル   ３．０度間隔φ2-ODFプロファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．５度間隔φ2-ODFプロファイル  ２．２５度間隔φ2-ODFプロファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．２５度間隔φ2-ODFプロファイル  １．０度間隔φ2-ODFプロファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｅｘｃｅｌで表示 

 

 

 

１．０ｄｅｇは、２．５ｄｅｇや５．０ｄｅｇに比べ、挙動が異常に思われる。 
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